
第２８１回福島県災害対策本部員会議（概要） 

災害対策本部総括班まとめ 

 

１ 日 時：平成 24年 9月 24日(月）9:40～9:55 

２ 場 所：自治会館 303会議室 

３ 内 容： 

（１）環境放射能測定結果（暫定値）の状況について 

 事務局：別紙資料により説明 

  9月 24日午前 6時現在の状況について報告する。 

直近の測定結果で、最小値は、南会津地方、道の駅しもごう他の 0.04μSv/h、

最大値は、相双地方、大熊町夫沢三区地区集会所の 32.86μSv/hとなっている。 

 おおむね横ばいまたは減少傾向を示している。 

 

（２）福島県民向け電話相談窓口 週報について 

 オフサイトセンター事務局：別紙資料により説明 

  先々週の相談件数は 110件。 

  主な内容としては、⑨いわき市のきゅうりやトマトの自家栽培について大丈夫かと

の問い合わせ、⑪甲状腺がんの子どもが見つかったという新聞記事についての問い合

わせがあった。自家栽培の問い合わせには、いわき市の状況について、基準値は超え

ていないと説明している。甲状腺がんの件についての問い合わせには、県民健康管理

調査でもこれについては今回の原発事故の影響ではないだろうと説明していると回

答している。 

先週の相談件数は 129件。 

  主な内容としては、⑩川魚のイワナとマスについて基準値を超えているところはあ

るかという問い合わせがあり、県のモニタリング結果を説明している。 

 

（３）「農林水産業に関する相談窓口」の利用状況について 

 農林水産部長：別紙資料により説明 

9月 10日から 9月 14日の相談件数は 5件。 

9月 18日から 9月 21日の相談件数は 6件。 

相談内容は、きのこ等のモニタリングに関する相談が 3件、米のモニタリング、作

付け制限に関する問い合わせが 1件、稲わら、堆肥の取り扱いに関する問い合わせが

1件、損害賠償に関する問い合わせが 1件、その他となっている。 

きのこのモニタリングについては、野生きのこについて食べられるかという問い合

わせがあり、地域ごとの摂取制限の状況を伝え、制限のある地域では控えていただく

よう回答している。その他については、県内避難者の方から避難先で営農再開する場



合の支援策についての問い合わせがあり、耕作放棄地を活用した国の事業等を紹介し

ている。 

 

（４）「原子力損害の賠償等に関する問い合わせ窓口」利用状況について 

原子力損害対策担当理事：別紙資料により説明 

先々週の相談件数は 71件、先週は 85件。件数はやや少なくなっているが、比率と

しては浜通りの個人の方からの問い合わせが多くなっている。 

財物賠償の関係で登記の名義人が本人ではない場合どうなるのか、ローンを抱えて

いる住宅についてなんとかならないかとの相談があった。 

区域見直しとの関係で区域見直しが終わらないと賠償がされないのかといった相

談もあったが、その点については現在一定の支払いができるような方向で検討してい

るところである。 

 

（５）経営・金融・労働の相談状況について 

 商工労働部長：別紙資料により説明 

先々週の相談件数は 23件、先週は 24件。数字的には若干増えており、労働の件数

が多めになっている。金融、就職はほぼ横ばいである。 

  相談内容は、金融について、制度資金の融資要件に関しての相談があったが、福島

復興特別資金で警戒区域等から移転された方に対する特定地域の中小企業特別資金

を区域外で利用された方が区域の見直しに伴い区域内に戻られた場合、再度の利用が

可能かという問い合わせがあり、再度の利用が可能と回答している。ただ、区域内の

方が区域外で再度利用することはできないと説明している。 

 

 知事：労働についてもう少し詳しく説明してほしい。 

 

 商工労働部長： 

労働のパワハラは、運送会社にドライバーとして勤務していた方が体調をこわして

事務職として勤務しているが、ドライバーに戻りたいと会社に話をしたところ、体が

弱いので他の仕事では使えない、ほかの会社でもドライバーとしては使えない、とい

うようなことを言われた。このような暴言で我慢できずに退職した場合に会社都合の

退職になるのかというのが相談の内容である。 

  

 知事：それは今回の事故の関係か。 

  

 商工労働部長：特に関係はない。 

 



（６）福島県における日常食の放射線モニタリング調査結果の概要について 

 生活環境部長：別紙資料により説明 

日常食のモニタリングについては各方部別、各年代別にバランスを考慮して全県か

ら 78 人分の調査をすることとしている。これは四半期に一回程度定期的に行うこと

としており、今回最初の測定結果がまとまったのでこの場で報告させていただく。 

まず調査対象だが、一日分の食事ということで三食分すべてサンプリングしている。

調査結果だが、セシウム濃度は結果として、この合計値の欄にあるが、78 人のうち

一番多く摂取された方で 1 ㎏あたり 1.49 ベクレルであった。したがって、基準値を

大幅に下回っているという状況が確認できた。 

(2)の一つ目だが、一日当たり最大摂取された方はどのくらいだったかというと、

78人中一番多かった方で 2.6Bｑ/人・日だった。左下の表にあるとおり、過去の最大

値を下回っていたということである。ちなみに過去の最大値は 1960 年代で、これは

世界的な核実験の影響によって拡散したものの影響だと考えられている。 

二つ目だが、一日あたりの食事を 365日毎日取り続けたとして一年間の内部被ばく

線量、最も多く摂った人で 0.014ｍSv/年と換算されている。右側のグラフから分か

るとおり、通常でも自然由来の放射性物質を内部に取り込んでいるわけだが、これが

約 0.98mSv/年と推計されているのでこの数値を大幅に下回る。通常でも 0.98mSv/年、

これに追加して事故による影響により 0.014ｍSv/年というような状況であり、問題

のない値だということが今回確認された。 

今後の予定だが、同時にストロンチウムやプルトニウムの分析も引き続き行ってい

るので、結果が出次第公表していく。年 4回測定することにしており、2回目のサン

プリングは 9月末に実施して数ヶ月後に公表するということで進めていく。 

 

副知事： 

オフサイトセンターから、オフサイトセンター副本部長の変更、原子力規制庁発足

に伴い、あいさつを求められているのでお願いします。 

 

熊谷原子力災害現地対策本部副本部長： 

先週の 19 日に原子力保安院の平岡次長が環境省の審議官に異動しまして、平岡が

務めておりました現地対策本部の副本部長の後任として着任しました熊谷でござい

ます。これまで生活支援チームの審議官を務めており、区域の見直し等を担当してお

りましたが、そちらは引き続き兼任いたしますのでどうぞよろしくお願いします。 

 

渡邉福島地域業務統括： 

先週 19日に原子力規制委員会が発足しました。原子力規制委員会におきまして原子

力規制庁参事福島地域原子力安全業務統括を命ぜられました渡邉でございます。どう



ぞよろしくお願いします。 

原子力規制委員会でございますけれども、国民の皆様の生命、健康、財産、さらに

は環境をきっちり守るということでございまして、これまでの規制当局だった原子力

保安院とは異なりまして、規制当局としての立場をきっちりと明確にし、事業者の活

動を監視してまいりたいと思っております。福島における事故の収束への関与を規制

委員会としても最重要課題と認識しておりまして、19日には第 1回の規制委員会がご

ざいましたけれども、その中でも福島における体制ということで決定させていただい

ているところです。また、情報の提供、広報など、常々言われていることではありま

すが、住民の皆さんの不安解消に少しでも資するようにきっちりと対応していきたい

と思っておりますのでよろしくお願いします。 

いただいた時間で恐縮ではあるが、22日 3号機の原子炉建屋上部のがれき撤去作業

で鉄骨が滑落したという事案があり、状況等を報告させていただく。3 号機の原子炉

建屋の上部においてがれきの撤去作業、たくさんあるがれきを取る前に燃料プールの

中に入っている鉄骨を取り、ちゃんとカバーをしてその他たくさんの鉄骨を取ろうと

する作業をしているが、プール中に入っている鉄骨合計 8 本を取っている作業中にそ

れ以外の鉄骨を滑落させてしまった。鉄骨を挟もうとして滑落させたということであ

る。22日の午前にただちに様々なパラメーターの確認等を行っており、水位、運転の

状況が変わりなく、水質の状況も前後で変わりがない。さらにプールの中央あたり 2

メートルぐらいのところで線量を測ったが前後で変わりがなく、モニタリングポスト

もすべて前後で異常はないということだが、今朝水中カメラを中に入れ、実際どうな

っているかを確認中であり、規制庁の技術保安検査官が免震重要棟で確認をしている

ところである。 

 

知事から： 

連日ごくろうさまです。新任のお二人につきましては現地の事情も十分承知してい

らっしゃると思いますけれども、22 日のような事象について、非常に県民、国民も

敏感になっており、迅速にしっかりと情報を公開する体制を改めてお願いしたい。 

ヨーロッパ、中国と訪問しており 3 週間ぶりに災害対策本部会議に出席している。

一昨日、長期避難者の生活拠点の 4 者会談をしてそれぞれ受け入れ側、避難元の 

様々な話が出て、課題が相当出てきており、単に一つの部、一つの局ではなく、それ

ぞれ県庁内において、各部局に渡ることがたくさんあるのでしっかり連携をとってい

ただきたい。もう一つ、政府側との連携を緊密にとることが重要であるということも

一昨日の会議で出されている。しっかりした連携の中で前に進めていただきたいと思

う。 

暑い日が続いたと思ったらば、寒い日もあり、天候の変化があるので体調に十分気

をつけてしっかりがんばっていただきたい。 


